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特に最近は死亡者が目立つ。

安全施設を 整備充実するこど も大事 t~iJ'、妥
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し〈使う ζ どが先決t"。人ごとではあり正せ
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一
十
万
俵

一
歩
前
進

l
l住
吉

頭

首

工

が

完

成

、
通
水

式
1
1

北
部
桧
山
総
合
か
ん
ば
い
事

業
利
別
川
左
岸
地
区
の
柱
と
も

い
う
べ
き
住
吉
頭
目
工
と
住
吉

ト
ソ
ネ
ル
の
通
水
式
が
、
五
月

七
日
間山首
工
現
場
で
行
な
わ
れ

ま
し
た。

安
部
町
長
は
じ
め
、
約
五
十

名
の
参
列
者
が
見
司
る
な
か
、

田
中
函
館
開
発
建
設
部
長
が
操

作
運
転
用
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る

と
、
ゲ
ー
ト
施
設
か
ら
幹
線
水

路
に
水
が
ド
ツ
と
流
入
し
、
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

住
吉
原
首
工
は
、
川
幅
約
六

十
メ
ー
ト
ル
の
利
別
川
を
せ
き

止
め
、
進
協
操
作
室
で
操
作
し

て
こ
れ
を
取
り

入
れ
、
こ
れ
か

ら
総
延
長
二
十

二
キ

ロ
の
第
一

、
第
二
幹
線
水

路
が
完
成
す
る

と
千
五
百
七
十

七
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
を
う
る

お
し
ま
す
。

総
合
か
ん
ば

い
事
業
は
、
国

営
土
地
改
良
事

業
と
し
て
利
別

川
流
肢
の
三
千

九
百

ヘ
ク
タ
ー

ル
の
水
田
に
か

ん
が
い
排
水
し

維
持
管
理
自
の

節
減
と
労
力
の

軽
減
を
は
か
り

新
規
開
固
に
よ

-圃圃・
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みんなで環境づく
=郷土を美しくする運動=

長
年
、
町
民
の
よ
き
相
談
相

手
と
し
て
'H
献
し
た
行
政
相
賊

委
員
、
出
水
正
義
さ
ん
〈
字
今

金
、
花
歳
〉
に
勲
五
等
双
光
旭

日
誌
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
快
ま

り
、
豆
月
十
日
夫
人
キ
ン
さ
ん

り

道
民
の
す
べ

て
が
健
康
で
快

適
な
生
活
を
包

む
た
め
、
美
し

く
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
を
重

点
に
「
郷
土
を

葵
し
く
す
る
運

動
』
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。今

金
町
は
部

市
計
画
に
よ
り

叫世々

と
市
街
地

が
整
備
さ
れ
、

民
村
で
は
め
ず

ら
し
い
は
ど
の
美
し
い
町
並
と

な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
公
閣

下
水

・
街
路
樹
な
ど
の
環
応
鞍

備
は
遅
れ
て
い
る
現
状
に
あ
り

ま
す
。す

で
に
今
金
町
内
会
や
衛
生

組
合
が
中
心
と
な
っ

τ、
四
月

か
ら
清
掃
巡
動
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
こ

と
し
も
毎
月
一
固
と
十
五
日
を

。
朝
の
ひ
と
は
き
運
動
の
目
グ

に
決
め
、
住
民
運
動
と
し
て
も

り
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

す
が
す
が
し
い
朝
の
空
気
を

胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
み
、
家

の
ま
わ
り
や
道
路
を
き
れ
い
に

る
農
業
の
規
模
拡
大
と
安
定
を

91歳の遠藤さんも出席
=今金婦人会で敬老会=

農
繁
期
を
前

に
し
た
五
月
八

日、

今
金
公
民

館
で
第
十
九
回

目
の
敬
老
会
が

催
さ
れ
ま
し
た

こ
の
日
は
あ

い
に
く
の
叫
す
ツ

空
で
し
た
が
、

最
年
長
の
遠
藤

ま
さ
よ
さ
ん
(

九
十

一
歳

・
字

八
束
〉

を
は
じ

め
、
じ
十
歳
以

上
の
お
と
し
よ

り
約
百
五
十
名

が
元
気
で
出
席

し
ま
し
た
。

な
ど
で
幅
広
く
活
闘
し
て
い
ま

す
。特

に
、
行
政
相
談
番
且
は
三

十
六
年
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、

町
内
の
苦
情
、
要
望
な
ど
を
積

極
的
に
と
り
入
れ
て
そ
の
解
決

に
努
力
し
同
館
管
内
で
も
有

数
の
相
絞
員
と
し
て
認
め
ら
れ

今
回
の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で

す
。清

水
さ
ん
は
こ
の
感
激
を
「

身
に
あ
ま
る
光
栄
で
す
。
今
後

も
町
円
売
拠
の
た
め
徹
h
H
T
以

し
ま
す
。

」
と
却
っ

て
い
ま
す

今
金
町
で
は
、

安
部
町
長
に

つ
つ
く
品川

wwmv
の
畳
間
平
吾
で
す

す
る
の
は
健
庇
刷
進
に
も
役
立

ち
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
背
誕
の

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
'

町
中
そ
ろ
っ
て

『花
い
っ
ぱ
い
運
動
』
は

い
か
が
で
す
か
。

色
と
り
ど
り
の
花
で
山
棋
の
ま

わ
り
を
か
ぎ
り
、

奨
し
い
郷
土

を
建
設
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
u
H

花
と
み
ど
り
と
清
柿

運
動
。
の
強
制
月
聞
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
、

マ
春
の
運
動

マ
夏
の
運
動

マ
秋
の
運
動

+八五
月 月 月

玉ぐしをささげる安部町長

目
ざ
す
も
の
で
す
。

右
岸
地
区
は
、
昨
年
着
手
さ

れ
た
ば
か
り
で
こ
と
し
か
ら
本

格
的
な
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す

が
、
左
岸
地
区
は
四
十

一
年
度

が
ら
活
工
さ
れ
、
住
吉
頭
首
工

と
ト
ソ
ネ
ル
の
完
成
で
第
一
の

ヤ
マ
バ
を
越
え
。
二
十
万
依
。

に
一
歩
前
進
し
ま
し
た。

こ
の
事
業
費
は
、
合
わ
せ
て

七
十
三
億
円
〈
左
岸
地
区
十
六

億
三
千
万
円
、
右
岸
地
区
五
十

六
億
七
千
万
巴
が
具
込
ま
れ

左
持
四
十
六
年
、
右
岸
五
十
一

年
に
完
成
の
子
定
で
す。

町
長
や
来
貨
の
祝
辞
の
あ
と

お
と
し
よ
り
を
代
表
し
て
架
山

菊
之
助
さ
ん
〈
東
雲
町
)
が
、

↓こ
れ
か
ら
も
背
年
の
気
持
ち

で
町
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す

気
が
る
に
相
談
を

」
と
力
づ
よ
い
お
礼
の
こ
と
ば

を
の
ベ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
婦
人
舎
に
よ
る

心
の
こ
も
っ
た
料
理
と
酒
に
舌

づ
っ
み
を
う
ち
、
な
ご
や
か
に

今
昔
話
し
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
婦
人
会
も
総
出
で
接

待
、
唄
、
舞
踊
も
披
保
し
て
会

場
は
拍
手
と
声
援
で
い
っ
ぱ
い

若
い
も
の
に
負
け
ま
い
と
舞

台
に
出
て
郷
土
の
唄
を
う
た
う

お
と
し
よ
り
も
あ
り
、
楽
し
い

一
目
を
す
ご
し
ま
し
た

句"".喝.-...-"，....... .......".."......... . ，叫ん.."...，...."'....竺止叫 川"'~"-_....-士竺竺竺

固定資産税 (2耳目)5月31日限り

軽自動車税 (年分)5月31日限り

国民健康保険税 1期6月30日限り

6月の納税5・
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二
月
二
十
三
日
早
朝
全
焼
し

た
神
丘
小
学
校
で
は
、
近
〈
の

福
祉
会
館
で
不
自
由
を
し
の
び

な
が
ら
勉
強
を
杭
け
て
い
ま
す

が
、
各
地
か
ら
励
ま
し
の
手
紙

や
見
舞
が
あ
い
つ
い
君
、
児
童
は

も
ち
ろ
ん
、
究
兄
も
は
じ
制
し
て

い
ま
す
。

十
二
万
五
千
六
百
六
十
九
円

の
現
金
を
は
じ
め
、
テ
レ
ピ
二

台
、
巾

板
三
枚
、
運
動
用
具
、

図
也
、
耶
典
、
事
務
開
品
、
用

紙
矧
な
ど
町
内
外
か
ら
ぞ
く
ぞ

く
と
寄
せ
ら
れ
、
ま
た、

速
く

-

HH

火
を
出
さ
な
い
今
金
町
を
μ

婦
人

防
火
ク
に
ク
ラ

ブ
旗

い
て
町
苦
情
、
要
望
な
ど
を
罰

極
的
に
と
り
あ
げ
て
、
漢
足
の

い
く
解
決
が
何
ら
れ
る
よ
う
に

噂
く
こ
之
を
仕
事
と
し
て
い
V

ま

本
年
度
お
よ
び
四
十
五
年
度
す
。

F
当
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、

生
活
保
直
、
告
積
年
金
、
引

昨
年
に
引
統
き
消
水
正
殺
さ
ん
拘
者
給
付
金
、
出
始
、
政
地
問

(
包
括
二

O
七
二
五
)
に

決

題

、

河
川
改
修
、
用
地
口
収
、

ま

り

ま

し

た

。

移

転
仙
前
、
学
校
教
育
、
許
可

こ
の
委
員
は
、
法
律
に
基
づ

認
可
、
郵
便
、
電
習
な
ど
の
築

い
て
行
政
管
理
庁
長
官
が
安
婦
務
で
闘
っ
た
り
不
等
に
聞
か
つ
て

す
る
も
の
で
す
が
、
地
域
住
民
い
る
人
は
気
が
る
に
申
し
出
て

の
み
な
さ
ん
か
ら
図
の
行
政
ゃ
く
だ
さ
い
。
す
べ
て
内
科
は
路

公
社、

公
団
な
ど
の
業
務
に
つ
棺
で
料
金
は
栴
料
で
す
。

本
町
の
回
婦
人
防
虫
ク
ラ
フ

の
旗
が
で
き
、
春
の
消
防
総
合

泌
習
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

エ
γ
ジ
色
の
地
に
消
防
聞
の

ν
ン
ポ
ル
『
サ
ク
ラ
の
花
び
ら

と
マ
ト
イ
』
を
配
し
、
各
婦
人

防
火
ク
ラ

フ
の
字
を
白
按
き
L
，

て
い
ま
す
。

9

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
お
も

に
家
庭
内
で
の
大
虫
防
止
と
防

火
思
想
の
世
且
を
凶
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
肌
昭和

四
十
二
年
四
月
に
今
金
が
結
成

さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
四
l
三

年
八
月
ま
で
に
相
つ
い
で
稲
川

立
石
、
美
利
荷
主
結
成
さ
れ
、

現
在
で
は
、
千
四
百
十
一
名
の

全
日
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
肱
の
も
と
に
、
こ
ん
ど
も

協
力
体
制
を
韓
土
、
グ
火
を
出

さ
な
い
今
金
町
。
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

埼
玉
県
大
宮
市
東
小
学
校
平
、

虻
田
郡
留
好
都
町
登
小
学
校
か

ら
も
『
少
し
で
す
が
学
問
品
を

mH
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
寄
せ
出

き
と
見
舞
金
が
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。問

重
た
ち
は
さ
っ
そ
く

「た

く
さ
ん
の
お
且
抑
や
激
励
の
手

紙
あ
り
が
と
う
。
せ
ま
レ
な
が

ら
も
い
ま
ま
で
以
上
に
勉
強
し

み
ん
な
の
あ
た
た
か
い
友
情
に

む
く
い
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す

」
と
礼
状
を
内
き
ま
し
た
。

一

ー
清

水

正

義

さ

ん

に

勲

五

等

双

光

旭

日

章

と
と
も
に
上
京
、
総
理
府
に
お

い
て
受
お
し
ま
し
た
。

清
水
さ
ん
は
、
桧
山
管
内
各
地

で
校
長
を
陛
任
し
、
=
一
十
年
春

に
今
金
中
学
校
を
最
後
に
退
職

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
円
満
な
人
柄
と
シ

ゾ
の
強
さ
を
か
わ
れ
、
町
教
育

委
員
、
選
挙
管
理
委
員
長
、
配

説
委
員
な
ど
の
公
職
に
推
さ
れ

現
在
も
部
落
町
内
連
合
会
長
、

社
会
福
祉
協
級
会
長
、
行
政
相

談
香
員
、
函
館
地
裁
閥
的W
番
目

'fl'fif--Jifa
i
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;
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i
;
l
i
'
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水
利
使
用
の
許
可
を
受
け

開

田

を

ホ
聞
か
ん
が
い
用
と
し
て
の

水
利
使
用
は
、
河
川
法
、
北
海

道
持
通
河
川
及
び
児
防
敷
地
条

例
の
定
め
に
よ
り
使
用
の
許
可

を
受
け
開
回
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
倒
人
の

経
営
面
積
に
基
く
申
請
行
為
に

よ
り
水
利
使
用
の
許
可
が
知
事

並
び
に
開
発
局
長
か
ら
認
可
さ

れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
を
他
人
に
水
利
権
と
し

て
加
渡
、
さ
ら
に
は
宛
貸
す
る

こ
と
は
違
法
で
す
。
も
し
こ
の

よ
う
な
行
為
が
判
明
す
る
と
、

水
利
使
用
の
取
消
及
び
一
年
以

下
の
懲
役
、
ま
た
は
十
万
円
以

下
の
剖
企
と
い
う
例
則
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、

土
地
の
売
買
に
よ
る

榔
刺
の
政
渡
を
す
る
場
合
は
河

F 

川
哲
理
者
の
知
事
、
蛙
び
に
開

発
局
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
土
地

改
良
際
で
閑
談
し
て
く
だ
さ
い

“

こ
と
し

山

も
、
相
祉

山

年
金
を
受

山

け
て
い
る

川

方
の

「所

川

得
状
況
届

山

」
の
提
出

m
時
期
が
き

川

ま
し
た
。

m

こ
の
年
金

山

は
、

b
十

才
以
上
の

お
年
寄
り
ゃ
母
子
家
庭
の
お
付

さ
ん
、
日
常
生
活
が
で
き
な
ぷ

心
身
陣
容
唱
の
方
な
ど
に
支
給

0・E・・・......・..........・・・・・....・・"・・a・・・・・・・a・・....

福祉年金の所得状況

届は為、早めに

母
乳
て
い
ま
す
が
、
本
人
や
そ

の
扶
聾
家
加
の
方
に
一
定
制
以

上
の
収
入
が
あ
る
と
き
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
u

そ
こ
で
年

一
回

「
所
得
状
況

届
」
を
鎚
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
お
こ
た
る

‘

と
こ
と
し
の
九
月
分
か
ら
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
該
当
の
方
は
な
る
べ
く

早
く
役
場
町
民
際
へ

届
け
て
く

だ
さ
い
。

/ 
百
年

+ 記
丸会

主選
手募
旦金
主に
る

一
戸
一
百
円
募
金
を
お
願
い
し

て
い
ま
じ
た
「
北
海
道
百
年
記

念
椛
募
金
」
は
、
五
月
十
五
日

現
在
で
十
九
万
五
千
五
百
三
十

円
集
ま
り
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
感
甜
し
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
は
正
確

に
笠
録
を

住
民
基
本
台
僚
の
登
録
は

国
保
、
年
金
等
ば
か
り
で
な
く

選
挙
摘
に
も
影
押
し
ま
す
。

七
月
二
十
日
か
ら
選
挙
人
名

部
に
蹴
っ
て
い
て
も
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
と
投
票
で
き
な
い

こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
住
民

謀
本
台
帳
の
確
認
を

1
て
く
だ

さ
い
。
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選
叫
中
世
辺
安
員
会
)

よ
ろ
こ
び
・

か
な
し
み

(
4
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分
)
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生
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日
名

佐
藤
義
仁
(
蛸
明

・
末
広
町
)

米
川
辿
一
(
忠

・
末
広
町
)

中

友
美
へ
出
掛
尭

・
末
広
町
)

日
以
制
栴
(
附
即

・
士
山
町
)

佐
々
木

隆

(

政

志

向
美
町
)

丸
山

主
(
茂

・
柳
町
)

出
家
奈
川
体
安
(
鹿
明
間
川
)

土
妊

U
代

(
t
u
一
・
正
広
町
)

杉
林
あ
ゆ
λ

(
美
勝

八

束

)

鰍

良

芳

(

俊

勝

末

広

町

)

田
中
前
美
(
秀

一
・
白
石
)
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問

ハ

消

続

末

広

町

〉

阿
部
祥
子

(
春
樹

虫
田
)

圏
婚
鋼
門
川
組

氷
拘
喧
本
H
M叫
円
洋
忠
子
(
神

ー
初
任
給

一
b
、
七

O
O門

i
垂
付

役
場
町
民
説
で
い

つ
で
も
受
け
て

い
ま
す

!
入
院
H
桔

十

八
歳
以

L

寸
五
才
'
A
揃
の
明
干

l
試
験

国

詰

数

学

社

会
お
よ
び
瑚
科
の
他
、

身
体
検
貨
が
あ
り
ま
す

l
体
格

身
長
百
五
イ
五
叫

体
明
凶
十
八
旬
以
上

丘
)
石
川
相
則

n小
原
百
合
干

(
白
石
)
平
原
光
磁
E
沢
口
紀

子
〈
今
金
)
有
飯
辛
肱
H
松
井

泣
干
(
今
金
)
新
居
救
H
刷
厚

子
〈
今
金
)
吉
村
教
主
H
山
田

紀
子
(
御
影
)
諸
戸
美
津
男
H

下
川
医
芯
快
千
(
金
原
)
米
山

車早
川
畑
、
主
由
紀
(
今
金
〕
山
崎

ω一
'
山
崎
和
川
千

〈
今
金
)

犯
股
仲
土
八
H
木
島
胡
干
(
稲
穂

)
佐
藤
広
m
m
B
広
中
光
江
(
今

金
〕
人
見
也
H
大
松
信
子
〈
出

代
)
山
円
良
和
H
飯
山
内
出
子
(

今
金
)
上
出
岩
雄
h
加
藤
京
子

(
今
金
〉
柳
沢
繁
雄
H

仲
町
膝
芯

作

a

「ム
f

世
)
久
保
田
英
雄
日

阿
知
波
可
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(
今
企
)
荒
谷
峰

雄
H
佐
藤
キ
ヌ
子
(
今
金
)

同
死
亡
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名

川
崎
義
夫
1

(桝
丘
)
八
軍
国
間

八
重
台
市
(
大
和
町
〉
附
ハ
ナ

エ
刊
〔
来
日
町
)
飢
品
は
み
u
m
(

市
町
)
稲
川
リ
勝
応
〔
神
丘
)


